
事
務
局　

他
市
町
村
の
事
例
等

に
よ
る
と
、
規
模
の
大
き
な

市
の
方
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

高
く
市
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
多
い
の
で
編
入
合

併
を
提
案
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
一
言

　

「
編
入
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
た
め
、
編
入
さ
れ
る

市
町
村
の
意
向
が
無
視
さ
れ
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
れ

る
と
思
う
が
、
編
入
で
も
新
設

で
も
内
容
は
大
き
く
変
わ
ら
な

協
議
第
１
号

　

相
模
原
・
津
久
井
地
域

　
　

合
併
協
議
会
に
お
け
る

　
　
　

協
議
事
項
に
つ
い
て

　

表
１
の
と
お
り
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
順

次
合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
協
議
事
項

　

番
の
各
種
事
務
事
業
に
つ
い

３０て
は
、
今
後
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は

協
議
項
目
に
追
加
し
て
い
く
予

定
で
す
。

主
な
意
見
・
質
疑

委　

員　

協
議
事
項　

番
の「
都

２９

市
内
分
権
と
地
域
審
議
会
等

の
設
置
」
を
議
題
と
す
る
際

に
、
※

合
併
特
例
区
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

※
合
併
後
の
一
定
期
間
（
５
年
以

下
）
、
旧
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と

し
て
、
合
併
特
例
区
（
法
人
格
を
有

す
る
。
）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第
２
号

　

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

　

城
山
町
、
津
久
井
町
及
び
相

模
湖
町
の
区
域
を
相
模
原
市
に

編
入
す
る
『
編
入
合
併
』
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
設
合
併

と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
継
続
し
て
協
議
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
合
併
方
式
の
主
な
比

較
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

主
な
意
見
・
質
疑

委　

員　

出
前
講
座
を
行
っ
た

が
、
町
民
か
ら
は
「
新
設
合

併
」
を
望
む
声
も
あ
っ
た
。

委　

員　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自

治
体
は
自
己
決
定
、
自
己
責

任
、
自
己
負
担
の
も
と
で
行

政
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
中
核
市
で
あ
る
相
模

原
市
の
権
限
を
受
け
て
新
し

い
都
市
づ
く
り
を
し
て
い
く

た
め
編
入
合
併
の
方
式
が
よ

い
と
考
え
る
。

委　

員　

合
併
の
方
式
は
一
番

重
要
な
こ
と
な
の
で
、
一
度

で
決
め
ら
れ
な
い
。
次
回
以

降
改
め
て
協
議
し
て
は
ど
う

か
。

委　

員　

全
国
的
な
事
例
か
ら

相
模
原
市
を
中
心
と
し
た
編

入
合
併
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

な
ぜ
新
設
合
併
と
い
う
意
見

が
出
る
の
か
理
由
を
言
う
べ

き
で
あ
る
。

委　

員　

気
持
ち
の
上
で
は
対

等
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
中

核
市
で
あ
る
た
め
、
新
設
合

併
と
は
い
か
な
い
。
他
の
例

を
見
て
も
編
入
が
望
ま
し
い
。

時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
は

ど
う
か
。

委　

員　

編
入
合
併
と
提
案
し

た
経
緯
と
理
由
は
。

い
。
編
入
方
式
で
あ
れ
ば
、
編

入
さ
れ
る
側
に
議
論
の
焦
点
が

置
か
れ
、
意
向
な
ど
を
議
論
し

や
す
く
な
る
。
方
式
は
編
入
合

併
と
し
、
実
質
的
な
議
論
を
し

た
方
が
良
い
と
思
う
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第
３
号

　

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

　

「
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律（
合
併
特
例
法
）」
の

適
用
を
受
け
、
平
成　

年
３
月

１８

　

日
ま
で
に
合
併
す
る
こ
と
を

３１目
標
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑

委　

員　

期
日
あ
り
き
で
進
め

る
こ
と
は
ど
う
か
。
た
だ
目

標
を
決
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
賛
同
す
る
。　

、　

年
度

１９

２０

も
視
野
に
入
れ
完
璧
な
形
で

合
併
を
お
願
い
す
る
。

委　

員　

期
日
を
区
切
り
や
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第
４
号

　

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

　

新
市
の
名
称
は
、
『
相
模
原

市
』
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

新
た
な
名
称
を
考
え
る
べ
き
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑

委　

員　

市
民
か
ら
の
公
募
も

視
野
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

委　

員　

政
令
市
を
目
指
す
こ

と
も
考
え
「
相
模
市
」
と
し

て
は
ど
う
か
。

委　

員　

「
相
模
原
」
と
い
う

地
名
は
、　

年
経
っ
て
も
全

５０

国
に
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い
。

名
称
を
変
え
れ
ば
一
か
ら
出

直
し
と
な
り
、
経
済
界
に
と

っ
て
大
き
な
損
害
に
な
る
。

委　

員　

新
た
な
都
市
を
創
る

と
い
う
考
え
で「
さ
が
み
市
」

を
提
案
す
る
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第
５
号

　

新
市
の
事
務
所
の

　
　
　
　

位
置
に
つ
い
て

　

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、

相
模
原
市
中
央
二
丁
目
一
一
番

一
五
号
（
現
在
の
相
模
原
市
役

所
の
位
置
）
と
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第
６
号

　

事
務
事
業
一
元
化
の

　
　
　

基
本
方
針
に
つ
い
て

　

各
市
町
で
行
わ
れ
て
い
る
福

祉
、
建
設
、
教
育
な
ど
す
べ
て

の
事
務
事
業
の
一
元
化
を
図
る

た
め
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
表

３
の
と
お
り
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑

委　

員　

事
務
事
業
一
元
化
の

調
整
の
際
に
は
、相
模
原
市
の

制
度
を
基
準
に
し
な
が
ら
、３

町
の
こ
と
も
考
慮
し
て
調
整

・
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
。

事務事業一元化の基本方針について
１　基本原則
　　事務事業の一元化を図るにあたり、次のことを基本原則とします。
　・新市としての一体性をできるだけ早く確保すること
　・住民福祉の向上に努めること
　・使用料・手数料や地方税などの負担が公平となるよう努めること
　・健全な財政運営に努めること
　・行政改革を推進する観点から事務事業の見直しに務めること
　・地域特性の尊重に努めること

２　調整方針
　　基本原則に基づき、相模原市の制度を基準に統一・調整を図るも
のとします。また各市町の制度のうち、地域特性を有するものや、
合併後直ちに統一・実施することで住民生活等に大きな影響がある
ものについては、経過措置を設定するなど円滑な移行に向けた調整
を図るものとします。

３　調整方針の区分
　　調整方針の決定にあたっては、次に掲げる区分を基準として定め
るものとします。

※経過措置の期間の設定については、原則として３年間とする。ただ
し、３年間で統合することが極めて困難な場合は、５年間とする。

４　事務事業の協議ランクと調整方針の決定区分
　　事務事業の調整方針は、次に掲げる協議ランクに応じた組織にお
いて決定するものとします。

　・ランクＡ　合併協議会で協議すべきもの（合併協議項目）
　・ランクＢ　専門部会、幹事会で協議し、合併協議会に報告するもの
　・ランクＣ　専門部会で協議し、幹事会、合併協議会に報告するもの

表３

１　合併の方式
２　合併の期日
３　新市の名称
４　新市の事務所の位置
５　議会議員の定数及び任期の

取扱い
６　農業委員会委員の定数及び

任期の取扱い
７　特別職の身分の取扱い
８　一般職の職員の身分の取扱い
９　財産の取扱い
１０　条例、規則等の取扱い
１１　事務組織及び機構の取扱い
１２　電算システムの取扱い
１３　行政連絡機構の取扱い
１４　慣行の取扱い
１５　公共的団体等の取扱い

１６　町名・字名の取扱い
１７　土地利用の取扱い
１８　上下水道事業の取扱い
１９　地方税の取扱い
２０　国民健康保険事業の取扱い
２１　介護保険事業の取扱い
２２　保健衛生事業の取扱い
２３　使用料、手数料等の取扱い
２４　補助金、交付金等の取扱い
２５　一部事務組合等の取扱い
２６　清掃事業の取扱い
２７　消防業務及び消防団の取扱い
２８　防災事業の取扱い
２９　都市内分権と地域審議会等

の設置
３０　各種事務事業の取扱い
３１　まちづくりの将来ビジョン

表１

調整方針の具体例調整方針の区分

・現行のまま新市に引き継ぐ。①現行のまま存続現行

・合併時に相模原市の制度に統合する。②合併時に統合

統合

・速やかに相模原市の制度に統合する。③速やかに統合

・３年間（５年間）は現状のままとし、
その後、相模原市の制度に統合する。

・３年間（５年間）で、段階的に相模原
市の制度に統合する。

・３年（５年）以内に、相模原市の制度
に統合する。

④段階的に統合

・合併時に廃止する。
・新市において速やかに廃止する。
・３年間（５年間）で段階的に廃止する。
・３年（５年）以内に廃止の方向で調整
する。

⑤廃止の方向で調整廃止

相模原・津久井地域合併協議会における
協議事項について

新設合併編入合併

新たに定める。
編入する市町村の名称とす
ることが多いが新たに定め
ることもできる。

合併市町村
の名称

合併する市町村の長は職を
失う。

編入する市町村の長は変わ
らず、編入される市町村の長
は職を失う。

市町村の長

原則として合併する市町村
の議会の議員は職を失い、合
併市町村の法定数による設
置選挙を行う。ただし、定数、
任期などについて合併特例
法による特例がある。

原則として編入する市町村
の議会の議員は変わらず、編
入される市町村の議会の議
員は職を失う。ただし、定数、
任期などについて合併特例
法による特例がある。

議会の議員

表２ 合併の方式（編入合併と新設合併）の主な比較


